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カタール大学と南アラビア情勢に関する専門講座を開催　
六月三日（水） 、中東カタール大学から
D
an-
iel M
artin V
arisco
教授（社会科学・人文社会
科学研究センター長、全米イエメン学会会長、以下バリスコ教授）を招いて、 『混迷する南アラビア情勢――イエメンを中心に――』が開催されました。今回の専門講座は 本年二月のカタール・日本経済フォーラムに際して締結された、アジア経済研究所とカタール大学との研究協力協定の枠組みを活用したものです。
　
二〇一一年の「アラブの春」以降、イエメン
では、湾岸協力会議や国連の仲介を受けた暫定政権による民主制への移行過程が続いていました。しかし二〇一四年、ホーシー派と暫定政権の「平和合意」以降は、分離主義者やアルカイダが支配地域を拡大、本年三月にはサウジアラビアを中心とするイスラム諸国の有志連合軍が空爆を行うなど、混迷の度合いを増しています。　
アフリカ大陸の北東端である「アフリカの
角」の対岸、かつエジプト、スエズ運河へと至る紅海とアデン湾の入口に位置するイエメン（地図参照）の混乱は、南アラビア全般、シリア、イラクといった東アラブ、ま 北アフリカ情勢とともに、中 全域の安定日本のエネルギー安全保障にとっても、見過ごせない要因です。　
専門講座では、バリスコ教授他、アジ
ア経済研究所から佐藤寛上席主任調査研究員、放送大学の川嶋淳司非常勤講師が登壇、南アラビア情勢について エメンに焦点を当てて解説しました。　
まず、一九七〇年代後半以降、イエメ
ンにて現地調査や開発コンサルタントを行った経験を持つバリス 教授から、今日、紛争に見舞われるイエメンの社会・文化的背景が説明されました。民族的にはほぼ一〇〇％アラブ人から成るイエメンは、多様性に富む国です。 々は 人として、そして出身部族のアイデンティティーを持ちますが、この「部族」は血縁よりも地縁に根ざしています。この め、出身地域に共通する行動様式を巡る価値体系としての性格が強く、血縁に基づく
部族が政治経済的単位となっている他のアラブ諸国と一線を画しています。内紛が続くなか、人々は「部族」ごとに協力し合い、生き延びてきたのですが、内紛の原因を「部族」や宗教対立に求める見方は、イエメン伝来ではない欧州近現代の思想を、事後的解釈 して当てはめたものではないか、との考えが示されました。　
宗教的には、イエメン北部ではシーア派系に
分類されるザイド派が 口の大 分を占め、「部族」的な道徳上の規範が存在します。 「名誉、勇気、美、もてなし、自律、勤勉、仲間の福利」を重んじるこの規範を、人々は極めて重視???????
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バリスコ教授講演の様子
地図　イエメンと周辺の位置関係
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し、また慣習法や社会的セーフティーネットにより、婚姻や家庭における女性の地位・権利もある程度 保護されていました。しかし近年、女性労働力が貴重であった農業分野の経済的重要性が低下、スンニ派系ワッハーブ派を信奉するサウジアラビアの影響によるサラフィストの増加、慣習法の崩壊により、女性を巡る状況は変化していることが紹介され した。　
経済復興や国家発展の道のりは遠く、空爆や
港湾封鎖による貿易規模 縮小、医薬品不足、高い乳幼児死亡率や失業率、貧困率 教育システムの未整備など、多くの問題があります。国内また周辺国の不安定さから、国内避難民 発生、ソマリアからの難民流入が続く一方、港湾封鎖により国際援助も滞りがちとのことです。さらに、水源である地下水、主たる輸出品目である石油も、今後、数年の内に枯渇す と予想されています。収拾の兆候がみられない紛争により、今日、イエメンは人道危機に等しい状況にある、と論じ、バリスコ教授の解説は終了しました。　
バリスコ教授の包括的な解説を受け、佐藤上
席主任調査研究員が かつて古代ローマ に「幸福のアラビア（
A
rabia F
elix ） 」と呼ばれた
イエメン、そして南アラビアと国際社会との関係を、紀元前から歴史的に振り返り 続けて国際社会と日本に期待される役割を考察し した。そのなかで佐藤研究員は、ザイド派イスラムはシーア派系であるものの実際の教義はスンニ派に近く、イエメンでは両派が同じモスクで礼拝するなど、イエメンの内紛についてしばしば言及され 「スンニ とシーア派 よる内部対立」は虚構であると強調しました。
　
豊富な人口、一九五〇年代には世界第二位の
貿易港として繁栄したアデン港の戦略的位置、一九七〇年代以降、急速に整備されたインフラなど、イエメンの潜在力を引き出すため、国内では調整型リーダーシップが、国外からは多様性を認める支援が必要であり 日本の役割として調停仲介、沿岸警備支援 継続、港湾・空港整備、中長期的人材育成等の社会開発の必要性などが言及されました。　
最後に、川嶋氏より、二〇一一年の「アラブ
の春」によるハーディー政権発足、昨年九月のホーシー派による首都サナア占拠を経て、 「破綻国家イエメン」に至る内外の動きが説明されました。　
政権発足後、欧米・湾岸諸国や国連
の支援もあり、二〇一三年には 民対話会議が開かれ、憲法案や連邦制の検討が進められていましたが、国軍の統制の乱れ、燃料補助金カットによる燃料費高騰など混乱 続き、ホーシー派による首都占拠以降、国連制裁の発ハーディー大統領による辞任と復職、ホーシー派との対立激化、サウジアラビアによる爆撃が続きます。本年五月には、 「イエメンのため リヤド合」が開催されました 、仲介交渉ポイントとして、単一の国内勢力 主導する問題解決は非現実的であること、そして支援国の描くイエメン像とイエメン人自身の描く国家像の齟齬を可能な限り小さく こと 重要であ と説明されました。　
専門講座のご紹介は以上ですが、ア
ジア経済研究所は、カタール大学のみならず、国際機関、新興国・途上国の研究機関や大学と、研究交流協定を締結し、研究所や研究者 ネットワークを構築しています。研究ネットワーク事業の詳細は、ジェトロ・アジア経済研究所ウェブサイト、 「調査研究」→「研究ネットワーク」のページからご覧いただけます。
（文責：研究マネジメント職
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パネルディスカッションに臨むパネリスト
